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それゆえ、イエスは彼らをきょうだいと呼ぶことを恥としないで、「私は、きょうだい

たちに / あなたの名を告げ知らせ / 集会の中であなたを賛美しよう」と言い、また、「私

は神に信頼する」と言い、さらにまた、「見よ、私と / 神が私に与えてくださった子たち

がいます」と言われます。そこで、子たちは皆、血と肉とを持っているので、イエスもま

た同じように、これらのものをお持ちになりました。それは、ご自分の死によって、死の

力を持つ者、つまり悪魔を無力にし、死の恐怖のために一生涯、奴隷となっていた人々を

解放されるためでした。確かに、イエスは天使たちを助けるのではなく、アブラハムの子

孫を助けられるのです。それで、イエスは、神の前で憐れみ深い、忠実な大祭司となって、

民の罪を宥めるために、あらゆる点できょうだいたちと同じようにならなければなりませ

んでした。事実、ご自身、試練を受けて苦しまれたからこそ、試練を受けている人たちを

助けることがおできになるのです。（ヘブライ 2:11b ～ 18） 

 

著者は、「実際、聖とする方も、聖とされる人たちも、すべて一つの源から出ているの

です」と書いている。御子イエスを聖とするのも、私たちをキリスト者として聖とされる

のも、全て一つの源、神から出ている。神から聖なる者とするキリスト、聖とされたキリ

スト者たちは皆、きょうだいとなる。「それゆえ、イエスは、彼らをきょうだいと呼ぶこ

とを恥としない」のである。「私は、きょうだいたちに / あなたの名を告げ知らせ / 集会

の中であなたを賛美しよう」は、詩編22編 23節「私は兄弟たちにあなたの名を語り伝え /

集会の中であなたを賛美しよう」からの引用である。更に、「見よ、私と / 神が私に与え

てくださった子たちがいます」は、イザヤ書 8 章 18節 a からの引用で、同じ信仰を持つ、

神から子とされたきょうだいたちと共に神を賛美する喜びを歌っている。また、「そこで、

子たちは皆血と肉とを持っているので、イエスもまた同じように、これらのものをお持ち

になりました」と言う。キリスト者は血と肉を持っているので、御子イエスも同じように

血と肉とを備えられた。備えられたのは、「ご自分の死によって、死の力を持つ者、つま

り悪魔を無力にし、死の恐怖のために一生涯、奴隷となっていた人々を解放されるためで

した 。」 主イエスは、人になられたご自分の体を十字架で献げ、死の恐怖に怯える奴隷状

態から人間を解放してくださった。それは、天使たちを助けるためではなく、アブラハム

の子孫、即ち、人間を助けるためであった。「イエスは、神の前で憐れみ深い、忠実な大

祭司となって、民の罪を宥めるために、あらゆる点できょうだいたちと同じようにならな

ければなりませんでした 。」 大祭司イエスは、人間の罪を清めるために、全ての点で人間

と同じようにならなければならならなかった。それは「ご自身、試練を受けて苦しまれた

からこそ、試練を受けている人たちを助けることがおできになる」のである。大祭司イエ

スは、人間になられ、試練を受けて苦しまれた。だからこそ、試練を受けている人たちを

助けることができる。ヘブライ書 4 章 15～ 16節に、「この大祭司は、私たちの弱さに同情

できない方ではなく、罪は犯されなかったが、あらゆる点で同じように試練に遭われたの

です。それゆえ、憐れみを受け、恵みにあずかって、時宜に適った助けを受けるために、

堂々と恵みの座に近づこうではありませんか」と書かれている。人間と同じになられた大

祭司イエスはあらゆる試練に苦しまれたから、同じ試練に遭う者に同じ思いで、時宜に応

じた助けをすることがおできになる。試練に遭われた主イエスが共にいてくださるから、

助けを受ける恵みに与れるのである。 


